
集
団
回
収
資
源
の
持
去
り
を
防
止

す
る
た
め
に

問
区
に
お
い
て
も
罰
則
条
例
を

制
定
し
て
、
不
法
な
集
団
回
収
の

持
去
り
防
止
対
策
を
と
る
べ
き
。

答
罰
則
条
例
を
制
定
し
た
他
区

に
よ
れ
ば
、
告
発
に
至
っ
て
も
持

去
り
は
後
を
絶
た
な
い
と
の
こ
と
。

２３
区
全
体
で
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
た

持
去
り
防
止
策
を
実
施
し
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
問
う

問
導
入
要
望
の
多
い
桜
川
お
よ

び
大
谷
口
地
域
も
今
後
の
実
験
運

行
路
線
に
含
め
て
導
入
の
検
討
を
。

答
実
現
の
可
能
性
に
つ
い
て
は

費
用
対
効
果
な
ど
も
視
野
に
入
れ

て
２５
年
度
に
検
討
す
る
。

都
立
城
北
中
央
公
園
内
の
陸
上
競

技
場
の
有
効
活
用
を
求
め
て

問
都
立
城
北
中
央
公
園
内
の
陸

上
競
技
場
を
整
備
し
て
サ
ッ
カ
ー

が
で
き
る
よ
う
、
都
に
要
望
を
。

答
趣
旨
を
踏
ま
え
、
機
会
を
捉

え
て
都
に
要
望
を
伝
え
る
。

子
ど
も
の
体
力
向
上
の
た
め
に

問
教
育
委
員
会
事
務
局
の
組
織

の
中
に
体
育
課
の
設
置
を
。

答
２７
年
度
の
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
開
設
に
合
わ
せ
て
組
織
の
見
直

し
を
検
討
し
て
お
り
、
体
育
関
係

組
織
に
つ
い
て
必
要
が
あ
れ
ば
、

こ
の
見
直
し
の
中
で
検
討
す
る
。

地
域
問
題
の
解
消
を
め
ざ
し
て

問
東
武
練
馬
駅
の
踏
切
の
危
険

性
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
認
識
を
。

答
練
馬
区
と
調
整
し
な
が
ら
安

全
な
踏
切
に
な
る
よ
う
努
め
る
。

問
補
助
２４９
号
線
の
事
業
化
に
向

け
た
今
後
の
課
題
は
。

答
３３
年
度
供
用
開
始
に
向
け
て
、

事
業
認
可
な
ど
必
要
な
手
続
き
を

進
め
る
。

２
０
１
４
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
に
向
け
て

問
区
内
で
世
界
レ
ベ
ル
の
ス
ポ

ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
た
実
績
は
。

答
世
界
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
開
催
さ
れ
た
実
績
は
な
い
。

問
大
会
に
向
け
、
小
豆
沢
周
辺

の
環
境
を
き
れ
い
に
整
備
す
べ
き
。

答
関
係
各
課
と
調
整
し
、
大
会

が
開
催
さ
れ
る
小
豆
沢
体
育
館
周

辺
な
ど
の
環
境
整
備
を
検
討
す
る
。

育
成
企
業
の
区
内
定
着
の
た
め
に

問
企
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
貸

し
オ
フ
ィ
ス
か
ら
退
室
し
た
企
業

の
う
ち
、
区
内
転
居
企
業
数
は
。

答
２０
年
度
以
降
４８
社
が
退
室
し
、

う
ち
区
内
へ
の
転
居
は
１５
社
。

問
退
室
企
業
の
区
内
定
着
率
を

ど
う
改
善
し
て
い
く
の
か
。

答
区
内
で
の
事
業
継
続
の
た
め

の
情
報
提
供
な
ど
を
強
化
す
る
。

未
来
創
造
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
問
う

問
集
中
と
選
択
で
取
り
組
め
ば

１
年
で
達
成
で
き
る
よ
う
な
事
業

は
前
倒
し
す
る
な
ど
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
た
事
業
の
執
行
を
。

答
全
体
の
財
政
フ
レ
ー
ム
の
中

で
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
よ
う
に
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

ユ
ス
リ
カ
駆
除
経
費
の
見
直
し
を

問
ユ
ス
リ
カ
駆
除
経
費
に
つ
い

て
は
、
近
年
に
お
け
る
ユ
ス
リ
カ

異
常
発
生
の
減
少
に
応
じ
て
見
直

し
を
強
力
に
進
め
る
べ
き
。

答
環
境
部
門
と
の
連
携
も
図
り

な
が
ら
、
さ
ら
に
対
策
経
費
の
縮

減
に
努
め
て
い
く
。

在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業
の
継
続

実
施
を

問
在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業
に

つ
い
て
、
２６
年
度
も
継
続
し
て
実

施
で
き
る
の
か
。

答
現
在
、
都
が
在
宅
医
療
推
進

区
市
町
村
支
援
事
業
を
計
画
し
て

お
り
、
区
が
本
事
業
に
申
請
し
て

補
助
金
を
確
保
す
る
こ
と
で
在
宅

医
療
連
携
拠
点
事
業
の
継
続
実
施

が
可
能
と
見
込
ん
で
い
る
。

問
本
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に

ど
の
程
度
の
経
費
が
必
要
な
の
か
。

答
約
６３０
万
円
程
度
の
金
額
で
あ

る
。

老
朽
建
築
物
対
策
に
つ
い
て
問
う

問
他
自
治
体
で
は
、
若
年
層
や

子
育
て
世
帯
の
定
住
対
策
と
連
動

し
て
空
き
家
対
策
を
実
施
し
て
い

る
。
区
の
対
策
は
。

答
空
き
家
実
態
調
査
で
、
活
用

で
き
そ
う
な
空
き
家
の
実
態
を
把

握
し
、
活
用
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問
老
朽
家
屋
実
態
調
査
の
内
容

と
調
査
後
の
対
策
は
。

答
現
地
に
調
査
員
を
派
遣
し
、

２５
年
度
は
環
状
７
号
線
以
内
、
２６

年
度
は
残
り
の
地
域
を
目
視
に
よ

り
調
査
す
る
。
そ
の
後
、
解
体
や

改
修
の
際
の
安
全
対
策
な
ど
に
つ

い
て
啓
発
、
指
導
を
行
う
。

貧
困
の
連
鎖
の
解
消
策
を
問
う

問
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
貧
困

の
連
鎖
解
消
に
は
高
校
進
学
が
重

要
。
高
校
進
学
者
増
へ
の
施
策
は
。

答
進
学
塾
や
集
中
講
座
な
ど
に

必
要
な
支
援
の
助
成
を
行
い
、
関

係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
生
育
環

境
の
整
備
に
努
め
て
い
る
。
今
後

も
他
自
治
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る

学
習
支
援
体
制
の
効
果
な
ど
に
つ

い
て
調
査
し
、
学
習
支
援
体
制
の

さ
ら
な
る
充
実
を
検
討
し
て
い
く
。

待
機
児
童
対
策
に
つ
い
て
問
う

問
待
機
児
童
数
に
対
し
定
員
の

増
員
数
が
少
な
い
。
待
機
児
ゼ
ロ

に
す
る
た
め
に
も
、
最
低
で
も
約

３００
人
の
増
員
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
３００
人
は
指
標
に
は
な
る
が
、

今
回
の
対
策
と
保
育
需
要
率
を
総

合
的
に
考
え
対
応
し
て
い
く
。

問
区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
安

心
で
き
る
子
育
て
の
た
め
に
も
、

保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
導
入
を
。

答
２６
年
度
早
々
に
は
、
よ
り
利

用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し

て
い
き
た
い
。

ホ
タ
ル
生
態
環
境
館
の
継
続
を

問
環
境
館
の
事
業
は
全
国
自
治

体
の
中
で
も
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
誇

れ
る
取
組
み
。
展
示
に
重
点
を
置

い
た
施
設
と
し
て
事
業
継
続
を
。

答
施
設
の
あ
り
方
検
討
の
中
で

検
討
し
て
い
く
。

防
災
バ
ン
ダ
ナ
に
つ
い
て
問
う

問
聴
覚
障
が
い
者
用
防
災
バ
ン

ダ
ナ
を
福
祉
事
務
所
で
配
付
せ
よ
。

答
福
祉
事
務
所
で
配
付
し
、
広

報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
配
付
に

つ
い
て
周
知
す
る
。

休
日
医
科
診
療
対
応
薬
局
へ
の
補

助
に
つ
い
て
問
う

問
休
日
医
科
診
療
を
行
う
場
合
、

調
剤
薬
局
も
終
了
時
間
を
合
わ
せ

た
対
応
が
必
要
。
対
応
状
況
は
。

答
板
橋
区
薬
剤
師
会
が
自
主
的

に
当
番
制
で
対
応
し
て
い
る
。

問
現
在
、
休
日
医
科
診
療
対
応

薬
局
に
区
か
ら
補
助
が
出
て
い
な

い
。
医
療
体
制
の
充
実
に
は
、
円

滑
な
医
薬
品
供
給
体
制
の
確
保
が

不
可
欠
。
早
急
に
補
助
を
す
べ
き
。

答
他
区
の
状
況
や
財
政
状
況
な

ど
を
勘
案
し
つ
つ
、
休
日
調
剤
薬

局
事
業
の
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

新
あ
い
キ
ッ
ズ
に
つ
い
て
問
う

問
人
員
削
減
に
よ
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
低
下
は
な
い
の
か
。

答
活
動
場
所
の
そ
れ
ぞ
れ
に
目

が
行
き
届
く
よ
う
人
員
配
置
し
て

い
る
た
め
、
質
の
低
下
は
な
い
。

問
１
・
２
年
生
の
安
全
な
居
場

所
の
確
実
な
確
保
を
。

答
落
ち
着
い
て
過
ご
す
こ
と
を

目
的
と
し
た
部
屋
を
優
先
的
に
使

用
で
き
、
専
任
職
員
が
見
守
れ
る

よ
う
配
慮
す
る
。

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
発
達
・

成
長
を
育
む
教
育
を

問
区
議
団
で
学
校
を
視
察
し
た
。

固
定
級
に
情
報
機
器
の
整
備
を
。

答
計
画
的
に
整
備
を
し
て
い
く
。

問
学
習
指
導
講
師
、
介
添
員
を

増
員
す
べ
き
。

答
学
習
指
導
講
師
の
増
員
は
検

討
す
る
。
介
添
員
は
必
要
な
人
員

を
配
置
し
て
い
る
。

問
子
ど
も
た
ち
の
発
達
・
成
長

を
培
う
教
育
費
に
。

答
優
先
分
野
に
財
源
配
分
す
る
。

必
要
な
介
護
の
保
障
を

問
国
の
介
護
保
険
制
度
見
直
し

の
動
き
に
対
し
、
必
要
な
介
護
が

保
障
で
き
る
制
度
の
要
望
を
。

答
国
の
動
向
を
注
視
し
、
課
題

を
検
討
後
、
国
に
要
望
し
て
い
く
。

障
害
者
が
地
域
で
生
活
で
き
る
施

策
の
充
実
を

問
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

の
跡
地
に
障
害
者
施
設
を
。

答
都
に
整
備
の
申
入
れ
を
し
た
。

区
の
予
算
の
あ
り
方
に
つ
い
て

問
一
律
の
対
応
で
は
な
く
、
区

民
の
命
を
守
る
姿
勢
が
必
要
。

答
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
予
算
削
減
目
標
額
を
設
定
。

生
活
困
窮
者
支
援
に
つ
い
て
問
う

問
生
活
困
窮
者
の
早
期
発
見
の

た
め
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
業
者
と

連
携
を
。

答
水
道
事
業
者
と
の
連
携
を
２３

区
で
協
議
中
。
ほ
か
の
事
業
者
と

も
協
議
の
場
を
設
け
て
い
き
た
い
。

Ｕ
Ｒ
賃
貸
の
家
賃
値
上
げ
中
止
を

問
区
は
家
賃
値
上
げ
に
反
対
を
。

答
家
賃
改
定
が
居
住
者
の
過
大

な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
、
都
市

再
生
機
構
に
配
慮
を
求
め
て
い
く
。

学
童
ク
ラ
ブ
制
度
廃
止
の
撤
回
を

問
新
あ
い
キ
ッ
ズ
で
は
、
台
風

な
ど
に
よ
る
学
校
休
業
日
の
就
労

家
庭
受
入
れ
、
ス
ポ
ッ
ト
で
の
５

時
以
降
の
利
用
は
で
き
る
の
か
。

答
就
労
家
庭
は
受
け
入
れ
る
。

ス
ポ
ッ
ト
利
用
は
で
き
な
い
。

問
要
支
援
児
対
応
に
就
労
要
件

を
残
し
た
理
由
は
。

答
現
行
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
考
え

方
を
継
続
し
て
い
る
。

次
期
保
育
計
画
に
つ
い
て

問
区
立
保
育
園
は
要
支
援
児
の

保
育
な
ど
重
要
な
役
割
が
あ
り
、

今
後
、
民
営
化
は
や
め
る
べ
き
。

答
保
育
需
要
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
民
営
化
を
進
め
る
。

産
業
活
力
Ｕ
Ｐ
に
つ
い
て
問
う

問
産
業
振
興
に
は
、
人
的
資
源

の
使
い
方
が
重
要
で
あ
る
。
外
部

専
門
家
を
登
用
で
き
る
の
か
。

答
人
事
部
門
と
相
談
し
た
う
え

で
、
産
業
振
興
公
社
の
プ
ロ
パ
ー

職
員
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

芝
浦
工
大
付
属
中
・
高
校
移
転
後

の
跡
地
活
用
に
つ
い
て
問
う

問
移
転
後
の
校
舎
、
校
庭
、
屋

内
プ
ー
ル
を
近
隣
の
小
中
学
校
や

住
民
で
活
用
し
た
ら
ど
う
か
。

答
学
校
法
人
の
意
向
を
確
認
す

る
な
ど
情
報
収
集
に
努
め
る
。

旧
高
七
小
跡
地
周
辺
の
開
発
は
民

間
ア
イ
デ
ア
の
活
用
を

問
跡
地
周
辺
開
発
の
公
開
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
区
民
の

意
見
聴
取
、
民
活
導
入
を
し
て
は
。

答
本
格
的
な
跡
地
活
用
に
は
民

間
活
力
の
導
入
が
不
可
欠
で
あ
る
。

集
合
住
宅
の
防
災
対
策
を
問
う

問
集
合
住
宅
の
備
蓄
物
資
の
基

準
を
区
が
設
定
す
べ
き
。

答
集
合
住
宅
向
け
防
災
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
管
理
組
合
な

ど
に
配
付
す
る
。

不
正
請
求
を
防
止
す
る
た
め
に

問
介
護
事
業
者
に
よ
る
介
護
給

付
費
の
不
正
請
求
に
は
厳
格
な
対

処
を
求
め
る
。
区
の
考
え
は
。

答
不
正
を
見
逃
さ
な
い
と
い
う

使
命
感
を
持
っ
て
確
認
し
て
い
る
。

窓
口
業
務
の
委
託
化
を
求
め
て

問
赤
塚
支
所
、
区
民
事
務
所
の

窓
口
業
務
の
委
託
化
も
検
討
を
。

答
出
先
機
関
に
つ
い
て
も
検
討

の
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
を
問
う

問
接
種
勧
奨
差
控
え
後
も
接
種

し
て
副
反
応
が
出
た
人
が
い
る
。

副
反
応
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
周
知

徹
底
を
。

答
広
報
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど

を
活
用
し
情
報
提
供
す
る
。

公
共
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

問
屋
外
体
育
施
設
は
年
末
年
始

の
休
業
日
が
８
日
間
。
利
用
者
が

い
る
限
り
、
利
用
に
供
す
べ
き
。

答
２６
年
度
か
ら
７
日
間
に
短
縮
。

問
区
立
美
術
館
に
あ
る
平
山
郁

夫
画
伯
、
佐
藤
太
清
画
伯
、
狩
野

派
な
ど
の
収
蔵
品
を
Ｐ
Ｒ
、
紹
介
、

展
示
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
本
庁
舎
に
。

答
南
館
の
改
築
に
伴
い
、
展
示

可
能
な
作
品
を
公
開
し
た
い
。

問
年
末
年
始
も
公
園
施
設
を
散

策
で
き
る
よ
う
ゲ
ー
ト
を
開
け
よ
。

答
赤
塚
植
物
園
は
年
末
年
始
を

６
日
間
に
短
縮
。
他
の
公
園
も
検

討
を
続
け
、
可
能
な
も
の
は
対
応
。

問
こ
ど
も
動
物
園
は
正
月
休
み

も
親
子
連
れ
で
動
物
に
触
れ
合
う

機
会
を
。

答
年
末
年
始
は
６
日
間
に
短
縮
。

親
切
行
政
を
め
ざ
し
て

問
兄
弟
が
別
々
の
保
育
園
に
通

っ
て
い
る
世
帯
は
で
き
る
限
り
同

じ
保
育
園
に
入
れ
る
よ
う
に
せ
よ
。

答
親
切
行
政
の
観
点
か
ら
、
今

後
検
討
を
し
て
い
く
。

福
島
県
南
相
馬
市
の
た
め
に

問
学
校
で
防
波
堤
に
植
樹
す
る

苗
を
育
て
る
活
動
を
し
て
み
て
は
。

答
子
ど
も
の
情
操
を
育
て
る
面

で
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

保
育
料
の
格
差
是
正
を

問
認
証
保
育
所
と
認
可
保
育
所

で
は
保
育
料
に
格
差
が
あ
る
。
認

証
保
育
所
に
通
う
場
合
の
助
成
金

額
の
さ
ら
な
る
増
額
を
。

答
財
政
状
況
な
ど
を
総
合
的
に

勘
案
し
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

２２４４年年度度決決算算にに対対すするる
総総括括質質問問（（要要旨旨））
（答弁者は各担当部長）

し
ば
佳
代
子

（
公
明
党
）

石

井

勉

（
自
民
党
）

大
野
は
る
ひ
こ

（
自
民
党
）

小

林

公

彦

（
公
明
党
）

か
い
べ
と
も
子

（
公
明
党
）

か
な
ざ
き
文
子

（
共
産
党
）

竹

内

愛

（
共
産
党
）

井

上

温

子

（
無
所
属
）

長

瀬

達

也

（
合
同
ク
ラ
ブ
）

佐
藤
と
し
の
ぶ

（
民
主
党
）

五
十
嵐
や
す
子

（
生
活
者
ネ
ッ
ト
）

松

島

道

昌

（
み
ん
な
の
党
）

高

橋

正

憲

（
合
同
ク
ラ
ブ
）

す
え
よ
し
不
二
夫

（
民
主
党
）

菊

田

順

一

（
自
民
党
）

第１６６号い た ば し 区 議 会 だ よ り（３）平成２５年（２０１３年）１１月２４日


